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岐⾩県関市・下呂市へTEC-FORCE派遣
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岐阜県下呂市 現地調査（平成30年7月11日撮影）



TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の概要

TEC-FORCEとは

○大規模な自然災害等に際して、被災自治体に対し、被災状況の迅速な把握、被害の拡大の防止、被災地の早

期復旧等に関する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施するため、平成２０年４月に創設

○国土交通省災害対策本部長の指揮命令系統のもと、全国の地方整備局等の職員が活動

○中部地方整備局の職員の内１，３９６ 名が隊員として任命（平成３０年４月現在）

平成30年７⽉豪⾬に係る被害の概要

概要

天気図

岐阜県内の被害情報

■人的被害

死者 １名

負傷者 ３名

■物的（住家）被害

全壊 １２棟

半壊 ２０３棟

一部破損 １０７棟

床上浸水 ２０５棟

床下浸水 ７８３棟

アメダス降水量分布図（岐阜地方気象台情報） （岐阜地方気象台情報）

7月5日から8日にかけて、梅雨前線が本州付近に停滞し、南から暖かく湿った空気が流れ込んだため、大気の状
態が非常に不安定となり前線の活動が活発となった。この影響で、岐阜県では、大雨特別警報が発表され、特に飛
騨北部と中濃で7 月の月降水量の平年の2 倍を超えるなど、広い範囲で記録的な大雨となった。関市では津保川
の氾濫により浸水が発生し、また、各地で土砂崩れにより道路の通行止めが相次いだ。（岐阜地方気象台資料抜粋）

（H30.7.27_岐阜県発表資料）

浸水深1.8 m程度

津保川の溢水による浸水 （関市上之保地区）



TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活動

TEC-FORCE派遣

岐阜県関市、下呂市からの要請を受け、中部地方整備局は、緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）を、派遣し、

河川、道路の被災状況調査を実施した。

TEC-FORCE活動は７月１０日～７月１３日の計４日間行い、調査結果を自治体首長に報告した。

法面崩落現場の被災状況調査（関市） 道路の被災状況調査（関市）

中部地方整備局TEC-FORCE派遣状況（人・日）

◎岐阜県関市への派遣 ７月１０日

・総括班２名、河川調査班４名、道路調査班４名 延べ派遣人数 １０名・日

◎岐阜県下呂市への派遣 ７月１１日～１３日

・総括班２名、河川調査班４名、道路調査班４名延べ派遣人数 ３０名・日

岐阜県関市での活動状況

中部地方整備局のTEC-FORCEは、７月１０日、岐阜県関市内の河川や道路の被災状況調査を行い、
２２箇所の被災状況を取りまとめた。

河川の被災状況調査（関市） 河川の被災状況調査（関市）



中部地方整備局のTEC-FORCEは、岐阜県関市長及び岐阜県下呂市長に被災状況調査の結果を
報告した。調査結果は災害復旧資料として活用され、早期の激甚災害指定に繋がった。

国土交通省 中部地方整備局 企画部 防災課
〒４６０－８５１４
名古屋市中区三の丸２－５－１
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URL:http://www.cbr.mlit.go.jp 平成30年8月1日作成

調査結果の報告

関市長へ被災状況調査報告書の提出 下呂市長へ被災状況調査報告書の説明

岐阜県下呂市での活動状況

TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）の活動

河川の被災状況調査（下呂市）

中部地方整備局のTEC-FORCEは、７月１１日から１３日迄の間、岐阜県下呂市内の河川や道路の調
査を行い、１１８箇所の被災状況を取りまとめた。

道路の被災状況調査（下呂市）

河川の被災状況調査（下呂市） 道路の被災状況調査（下呂市）


